
自己紹介
小山田 大和

１９７９年 神奈川県 大和市生まれ。生後間もなく神奈川県海老名市に移住。海老
名高校卒業後、大学を首席で卒業。学生時代から小田原の街づくりに関わり結婚を
機に小田原に移住。小学校時代からの夢である教師の道を夢見て、鈴廣かまぼこ
を皮切りに社会人経験を積む。塾講師、高校社会の非常勤講師を経て、教員の夢
破れ日本郵政公社(現日本郵便)に就職。簡易保険(かんぽ生命保険)の営業マンと
して営業成績優秀者として表彰された経験も。

郵便局時代に31１と原発事故を経験。その影響もあり１４年から農業・耕作放棄地
問題に取り組む『おひるねみかんプロジェクト』を立ち上げる。エネルギーから経済を
考える経営者ネットワーク会議事務局、事務局長へ就任の傍ら、１６年に合同会社
小田原かなごてファームを設立。20年４月から同社長に就任。
「原発ゼロ・自然エネルギー１００％社会を創る」具体の実践を込めて１６年に神奈
川県下６例目のソーラーシェアリングを建設。農業と自然エネルギーを組合せる事
業を本格的に開始。２０年度には日本初のオフサイト型自家消費を完成させ、自家
消費先としておひるねみかんプロジェクトの精神を伝える『農家カフェSIESTA』をオー
プン。食エネ自給こそ地方の魅力を引き出すとの信念をもって精力的に活動中。

早稲田大学招聘研究員。現在42歳。



日本・小田原市の耕作放棄地の現状

• 富山県の面積に匹敵(42.5万ha)
• 小田原市Fは168ha(H29)→177.9ha（R2）



日本の農業の現状
農業人口１３６万人の衝撃

• 平均年齢６８歳

• 農業人口１３６万人

• 前回の東京オリンピック
時（1964）の１割の水準

• 食料自給率３７％

• お米の値段いくら？

・みかんの値段いくら？

→持続可能か？



農の付加価値を高める動き
おひるねみかんジュースの開発（2014年）
2021年度からは JR東日本 スイート・トレイン四季島に採用
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【営農型太陽光発電:合同会社小田原かなごてファーム】
耕作放棄地を解消し、地域の未来を担う人材を育てる事例

 小田原かなごてファームは、市民有志ではじまった地域の特産品であるみかんの畑を再生する「おひるねみかんプロジェ
クト」を通じて、地域に眠る“資産”を活用して地域課題解決に取り組む様々な事業を行っている。その中で、耕作放
棄地を活用してエネルギー（電気）と農業を同時に取り組む営農型太陽光発電を始める。

 農業イベント等で若い人材の積極的な関与を受け入れたり、生産した酒米は地域内の酒造会社で加工するなど、
次世代の地域と農業とエネルギーを担う人材育成や地域との連携を意識して取り組んでいる。

田植え体験イベント(※)（※）写真提供：合同会社小田原かなごてファーム





かながわ地球環境賞受賞



株式会社パスポート環境エネルギー事業本部2021/12/15 20

2号機完成式典にて





電気の紐づけという選択

売電(FIT)

みんな電力

供給

プレミアム価格
での提供

みんな電力は更に「顔の見える
発電所」として電気のクラウドファ
ンディングともいうべき展開をして

いる。

ユーザー1人1人にに電気料金の
中から１００円が個々の発電所に
寄付できる仕組みがある。



全国初 Non-FITモデル
オフサイト型自家消費型のソーラーシェアリング

環境省       小田原市 

補助金 1/2    側面支援      松田町 

事業主体 合同会社小田原かなごてファーム  管理する行政施設へ電力供給 

    売電         

 新電力会社 GPP（グリーンピープルズパワー） 

  電力供給        

農家カフェ SIESTA（小田原かなごてファーム直営店）

                 松田町行政施設 



オフサイト型ソーラーシェアリング
工事着工→完成







食・エネ自給を目指す
農家カフェSIESTA開店





カフェで使う電気はソーラーシェア
リングでまかない、自給自足を目

指す。
食べ物（Food）、エネルギー、福祉
（Care）を自給し、地域でお金を廻
す。FEC+M自給圏の具体の取り組
みをささやかながら実働させていく。



左）神奈川新聞 右）東京新聞



ソーラーシェアリング下で出来た自然
栽培100％米使用日本酒 “推譲”完成



各メディアに続々

• 小泉元総理、中川秀直
元自民党幹事長にも飲
んでもらいました。


